
１学期前半（４月・５月）ユニット

【探究の対象】

人間であるということの意味



教員で探究ユニットを協働設計
＠デザインミーティング



人はつながりの中で

それぞれの価値観

をもって生きている

【Who we are ／ わたしたちは だれなのか】

『人間であるということの意味』を“たんQ”!!

セントラルアイデア

か ち かん
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松山 康成 まつやまやすなり 男 東京学芸大学学校心理教室准教授 学校心理学

梶井 芳明 かじい よしあき 男 東京学芸大学学校心理教室教授 授業心理学

松本 桂 まつもと けい 男 都教委統括指導主事グローバル教育担当 学校臨床心理学

番田清美 ばんだ きよみ 女 人間環境大学総合心理学部准教授
キャリア教育、社会心理

学

曹 蓮 そう れん 女 KDDI総合研究所AI研究開発部門 認知社会心理学

犬塚 美輪 いぬづか みわ 女 東京学芸大学学校心理教室准教授 認知心理学

松尾直博 まつお なおひろ 男 東京学芸大学カウンセリング教室教授 臨床心理学

岩﨑 美奈子 いわさき みなこ 女 東京学芸大学カウンセリング教室講師 発達臨床心理学

講師の先生方（＋杉森校長先生）





教育庁グローバル人材育成部国際教育企画課国際教育企画担当 統括指導主事 松 本 桂
****************************************************************************************

この度は、貴重な機会にお声がけを頂きまして、本当にありがとうございました。
まずは、どの御子様も非常に利発で、教室の雰囲気も協力的であること、先生方の献身的な動きに感動致しまし
た。また、どの児童様の御発表にも日常生活からの考え、学びが満ち満ちており新鮮な刺激を頂きました。
さて、「かちかんのちがう人と考えがぶつかったとき、大切なことはどんなことだと考えますか」という問いに対し、
貴校児童様方の御発表を伺った上で、私が考えたことは他人の意見とともに自分の意見をも、一意見として、受け
止めることの大切さでした。
ともすれば、人は自分本位で、ものごとをとらえてしまいがちだろうと考えておりましたが、御子様方の多くがまずは、
他人の意見を受け止めるようにしていらっしゃいました。そして、その上で、自分の意見も同じく、一つの意見として
受け止めていたように感じました。
とても似た言葉である「受け入れる」と、「受け止める」という言葉の差ですが、ここには大きな違いがあるように感
じました。「受け入れる」前に「受け止める」ことができれば、自分の意見も「受け止める」対象として考えられるの
かもしれません。一方で、「受け入れる」の逆が「受け入れない」だとするなら、「かちかんのちがう人と考えがぶつ
かった」状態で「受け入れられない」人は「受け入れる」ことにこだわっているのかもしれないな、と考えました。で
すので、みなさんが見せてくださった姿勢、つまり、他人の意見も自分の意見もまずは「受け止める」ことがとても
大切なのではないのだろうか、と考えさせられました。絵の班等では、うそについて考える等、そのことだけでは考
えがまとめられない部分もあるとは思いましたが、それでも、人の意見をどう受け取るのか、という点を考えること
は非常に大切なことである、と考えました。 このことを考えさせてくれた、みなさんにはお礼を言いたいです。深く
考えさせてくれて、ありがとうございます。寸劇などもあり、楽しかったです。
私も「かちかんのちがう人と考えがぶつかったとき」みなさんを参考にして、周りの人と意見をすり合わせていこう
と思います。ありがとうございました。





プレ（はじめ）

Aさん



ポスト（おわり）

Aさん



プレ（はじめ）

Bさん



ポスト（おわり）

Bさん



プレ（はじめ）

Cさん



ポスト（おわり）

Cさん



プレ（はじめ）

Dさん



ぼくは、ほかの生き物に
なったらどんなかんかく
なのかなと思ったけど、
動物人間も価値観はある
から、一人一人ぞうきも
かたちもちがうから、ぼ
くは目のいいタカになり
たいなと思いました。け
ど、まずは人間であるこ
とがしあわせです。

ポスト（おわり）

Dさん


